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Ｊ
・
ポ
ラ
ー
ド
、
Ｈ
・
リ
ー
ド
著
、
藤
井
留
美
訳

『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
興
亡
』
主
婦
の
友
社
、
二
〇
〇
九

小

川

英

雄

（
一
）

地
中
海
ア
ジ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
都
市
文

化
が
栄
え
、
キ
リ
ス
ト
教
も
そ
れ
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
発
展
し

た
。
私
は
二
十
五
年
前
に
、
Ｇ
・
ダ
ウ
ニ
ー
著
『
地
中
海
都
市
の

興
亡
―
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
千
年
の
歴
史
』（
新
潮
選
書
、
一
九
八

六
）
と
い
う
訳
書
を
刊
行
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
訳
者
あ
と

が
き
の
中
で
、
当
時
は
ま
だ
こ
れ
ら
の
諸
都
市
の
歴
史
に
関
す
る

和
書
が
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
（
二
八
五
頁
）。
そ
の
よ
う
な

状
態
に
は
最
近
に
至
っ
て
変
化
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
起
源
と
な
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

大
王
に
つ
い
て
は
、
森
谷
公
俊
著
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王

―
世
界
征
服
者
の
虚
像
と
実
像
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇

〇
〇
）
及
び
同
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
征
服
と
神
話
（
興
亡
の

世
界
史
８
）』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
（
欧
文

で
は
、H

eckel,W
.and

L.
W
.
T
ritle,

A
lexander

the
G
reat:

A
N
ew

H
istory,B

lackw
ell,2009

が
最
も
新
し
い
）。
更
に
、

Ｐ
・
プ
テ
ィ
、
Ａ
・
ラ
ロ
ン
ド
著
、
北
野
徹
訳
『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文

明
―
地
中
海
都
市
の
歴
史
と
文
化
』（
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
白
水
社
、

二
〇
〇
八
）（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
つ
い
て
は
第
二
章
）
が
重

要
で
あ
る
。
又
、
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
が
、
有
名
な
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
都
市
の
一
つ
で
あ
る
ペ
ル
ガ
モ
ン
に
つ
い
て
、『
ペ
ル
ガ

モ
ン
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
―
発
掘
者
カ
ー
ル
・
フ
ー
マ
ン
と
平
山
郁

夫
の
ま
な
ざ
し
』（
中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
付
属
博
物
館
、
二
〇

〇
八
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
自
分
の
名
前
に
ち
な
む
都
市
ア
レ

書

評書

評

一
四
九
（
三
七
七
）



ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
広
大
な
帝
国
の
中
に
幾
つ
も
建
設
し
よ
う
と
し

た
。
例
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ル
ベ
ラ
は
そ
の
よ
う
な
起
源
を

持
つ
都
市
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
最
初
の
名
前
と
共
に
生
き
残
っ

て
い
る
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
川
河
口
に
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
だ
け
で
あ
る
。

上
記
の
ダ
ウ
ニ
ー
の
本
の
訳
者
あ
と
が
き
で
、
私
は
邦
語
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
史
の
本
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
（
拙
稿
、
史
学

三
七
―
三
、
一
九
六
四
、
一
二
二
頁
参
照
）、
英
書M
.P.Frazer,

A
lexandria

,3
vols.,

C
am

bridge
U
niversity

Press,
1975

を

代
表
的
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
史
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。
そ
の

後
、K

.
M
ichalow

ski,
A
lexandria

,
W
ien,

1976

や
、W

.
La

R
iche,A

lexandria
:the

Sunken
C
ity,London,1996

な
ど
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
本
の
副
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古

代
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
市
街
の
重
要
な
部
分
が
海
中
に
没
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
海
洋
考
古
学
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
最

近
に
至
っ
て
重
要
な
遺
構
や
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成

果
は
、
本
年
六
月
二
七
日
か
ら
九
月
二
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
海
の
エ
ジ
プ
ト
展
―
海
底
か
ら
よ
み
が
え
る
、
古
代
都
市
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
至
宝
」（
横
浜
開
港
一
五
〇
周
年
記
念
開
国
博

Ｙ
一
五
〇
共
催
イ
ベ
ン
ト
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
展
覧
会
に
関
す
る
朝
日
新
聞
（
二
〇
〇
九
年
六
月

六
日
朝
刊
、
三
四
頁
）
の
記
事
は
、
現
地
で
発
掘
を
指
揮
し
て
き

た
フ
ラ
ン
ク
・
ゴ
デ
ィ
オ
氏
の
談
話
で
あ
り
、
幾
枚
も
の
美
事
な

写
真
と
共
に
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。

今
回
刊
行
さ
れ
た
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
興
亡
』
は
こ
の
よ

う
な
「
海
の
エ
ジ
プ
ト
展
」
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
人
の
古
代
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
を
大
い
に

広
げ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
副
題
（「
現

代
社
会
の
知
と
科
学
技
術
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
」）
が
示
す
通

り
、
現
代
文
明
の
起
源
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

本
書
は
四
六
八
頁
か
ら
な
る
大
冊
で
あ
る
が
、
図
版
や
索
引
が

な
い
の
は
欠
点
で
あ
る
。
二
つ
の
は
し
が
き
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
他

に
、
全
一
九
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
は
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
始
ま
っ
て
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
死
（
前

三
〇
年
）
に
至
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
を
扱
い
、
第
一
二

章
か
ら
第
一
九
章
ま
で
は
、
ロ
ー
マ
領
化
し
た
こ
の
都
市
が
や
が

て
キ
リ
ス
ト
教
化
し
、
イ
ス
ラ
ム
に
よ
る
征
服
に
至
る
ま
で
を
描

い
て
い
る
。

（
二
）

本
書
に
は
は
し
が
き
に
相
当
す
る
部
分
が
二
つ
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、「
序
文
」
で
は
古
代
文
明
の
一
大
中
心
地
ア
レ
ク
サ

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

一
五
〇
（
三
七
八
）



ン
ド
リ
ア
か
ら
文
化
遺
産
が
い
か
に
し
て
西
洋
に
伝
え
ら
れ
た
か

を
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
地
理
書
』
を
例
に
と
っ
て
、
そ
の
伝

承
ル
ー
ト
を
述
べ
る
。
次
に
、「
は
じ
め
に
」
で
は
こ
の
都
市
の

主
要
な
学
者
た
ち
の
業
績
や
文
化
施
設
（
博
物
館
や
図
書
館
）
を

概
観
す
る
。

第
一
章
は
前
三
三
一
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
到

来
か
ら
彼
の
名
前
を
い
た
だ
く
新
都
市
の
建
設
開
始
に
至
る
事
情

を
述
べ
、
彼
の
母
国
マ
ケ
ド
ニ
ア
や
そ
こ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
ま
で
の

地
中
海
ア
ジ
ア
の
征
服
地
の
歴
史
的
背
景
を
述
べ
る
。

第
二
章
で
は
、
バ
ビ
ロ
ン
で
の
大
王
の
死
か
ら
そ
の
武
将
の
一

人
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
支
配
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に

お
け
る
王
朝
設
立
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
港
湾
都
市
と
し
て
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
最
古
の
文
明
発
祥
の
地
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
的
、

政
治
的
伝
統
と
新
し
く
入
っ
て
来
た
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
の
関
係
が

扱
わ
れ
る
。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世
の
フ
ァ
ラ
オ
化
や
ギ
リ
シ
ア

化
し
た
エ
ジ
プ
ト
宗
教
の
新
し
い
神
セ
ラ
ピ
ス
の
出
現
な
ど
で
あ

る
。第

四
章
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
と
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世

と
の
共
通
の
師
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
通
じ
て
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
的

背
景
の
存
続
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
こ
の
新
し
い
都
市
の
町
並
み
、

政
体
か
ら
学
問
体
系
や
学
校
、
と
り
わ
け
博
物
館
（
ム
セ
イ
オ

ン
）
や
図
書
館
の
研
究
活
動
な
ど
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
面
か
ら
見

ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

第
五
章
は
続
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
哲
学
者
や
詩
人
な

ど
文
化
人
た
ち
を
積
極
的
に
保
護
、
支
援
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
と
り
わ
け
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世
の
家
臣
デ
メ
ト
リ
オ

ス
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弟
子
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
な
ど
が
宮
殿
を

中
心
に
活
動
し
た
。
幾
何
学
者
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
、
ヘ
ロ
フ
ィ
デ

ス
や
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
な
ど
の
医
学
者
も
有
名
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
都
市
に
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
流
れ
込
み
、
彼
ら
の
聖

書
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
が
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
二
世
の
時
代
に
こ
こ
で

完
成
し
た
。

第
六
章
で
は
、
こ
の
都
市
を
首
都
と
す
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王

朝
の
王
権
と
政
策
が
扱
わ
れ
る
。
二
世
を
中
心
と
し
て
、
計
画
経

済
が
営
ま
れ
、
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
海
上

交
通
の
た
め
に
、
沖
合
の
フ
ァ
ロ
ス
島
に
大
灯
台
が
築
か
れ
た
。

他
方
、
伝
統
的
宗
教
建
築
も
止
む
こ
と
な
く
、
王
達
は
兄
妹
婚
を

始
め
る
に
至
っ
た
。

第
七
章
で
は
、
三
世
の
ロ
ー
ド
ス
島
の
巨
大
神
像
の
復
興
支
援

が
指
摘
さ
れ
る
他
、
こ
の
都
市
の
天
文
学
者
た
ち
の
活
動
が
述
べ

ら
れ
る
。
ミ
レ
ト
ス
の
タ
レ
ス
の
伝
統
に
立
つ
、
サ
モ
ス
島
出
身

書

評

一
五
一
（
三
七
九
）



の
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
や
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
が
出
て
、
天
動
説
が
唱
え

ら
れ
た
。

第
八
章
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
図
書
館
長
ま
で
勤
め
、

天
文
学
は
勿
論
の
こ
と
、
数
学
、
地
理
学
、
歴
史
、
哲
学
な
ど
に

も
通
じ
、
詩
作
な
ど
の
芸
術
活
動
も
行
っ
た
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
を

中
心
と
す
る
。
彼
は
歴
史
上
最
も
偉
大
な
博
識
家
で
あ
り
、
天
文

学
で
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

第
九
章
は
、
シ
チ
リ
ア
島
の
シ
ラ
ク
サ
生
ま
れ
の
数
学
者
、
発

明
家
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
活
動
を
中
心
と
す
る
。
彼
は
後
に
生
ま
れ

故
郷
の
シ
ラ
ク
サ
に
帰
り
、
対
ロ
ー
マ
戦
役
に
加
わ
っ
た
が
敗
死

し
た
。

第
一
〇
章
は
四
世
の
時
代
を
描
く
。
王
の
部
下
ソ
ス
ビ
オ
ス
が

軍
事
、
外
交
で
活
躍
し
た
。
彼
は
強
力
な
エ
ジ
プ
ト
人
部
隊
を
率

い
て
、
前
二
一
七
年
に
ラ
フ
ィ
ア
の
戦
い
に
勝
ち
、
セ
レ
ウ
コ
ス

朝
の
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
を
破
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
四
世

に
対
す
る
叛
乱
が
続
き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
も
混
乱
し
た
。
こ

の
時
代
を
代
表
す
る
文
人
は
キ
ュ
レ
ネ
の
カ
リ
マ
コ
ス
と
そ
の
弟

子
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
で
あ
っ
た
。
前
者
は
図
書
館
の
蔵
書
目
録
を
編

集
し
、
後
者
は
詩
人
と
し
て
『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
』
を
書
い
た
。

第
一
一
章
に
よ
れ
ば
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
の
最
後
の
ヒ
ロ
イ

ン
で
あ
る
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
頃
、
西
方
の
ロ
ー
マ
は
カ
ル
タ
ゴ
の

次
の
征
服
対
象
と
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
狙
っ
て
い
た
。
カ

エ
サ
ル
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
な
ど
の
英
雄
た
ち
が
次
々
に
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
前
三
〇
年
に
女
王
が
死
ぬ
と
、

オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
（
後
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
）
が
こ
の
都
市
に

来
て
、
ロ
ー
マ
の
エ
ジ
プ
ト
支
配
が
成
立
し
た
。

（
三
）

第
一
二
章
以
下
で
は
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
テ

ー
マ
と
な
る
。
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
も
、
こ
の
都
市
は
第
一
に
小

麦
の
輸
出
港
で
あ
り
、
第
二
に
博
物
館
や
図
書
館
を
拠
点
と
す
る

知
的
活
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
当
時
の
代
表
的
学
者
は
ヘ
ロ
ン

で
あ
り
、
彼
を
中
心
に
し
て
古
代
世
界
で
最
初
の
機
械
工
学
が
確

立
し
、
多
く
の
精
密
な
装
置
が
開
発
さ
れ
た
。
近
代
文
明
の
先
駆

で
あ
る
。

第
一
三
章
は
紀
元
前
後
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
テ
ー
マ
と
す

る
。
こ
の
都
市
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
学
者
フ
ィ
ロ
ン
が
活
躍
し
た

の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
彼
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
聖

書
に
も
通
じ
て
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
出
現
の
背
景
と
な
る
新
し
い

宗
教
運
動
に
言
及
し
た
（
フ
ィ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
最
新
書
は
、B

.

D
echarneux

et
al.,

eds.,
Philon

d’A
lexandrie

:un
penseur

à
l’intersection

des
cultures

gréco-rom
aine,

orientale,
juive
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et
chrétienne,B

repols,2009

で
あ
る
）。
も
う
一
人
の
知
的
巨

人
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
ス
・
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
で
あ
る
。
彼
は
エ
ラ

ト
ス
テ
ネ
ス
の
伝
統
に
立
っ
て
、
哲
学
、
地
理
学
、
天
文
学
、
数

学
、
芸
術
に
通
じ
て
い
た
。
天
動
説
を
述
べ
た
彼
の
著
書
『
ア
ル

マ
ゲ
ス
ト
』
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

第
一
四
章
以
後
は
、
二
世
紀
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
時
代
と
な
る
。

こ
の
宗
教
は
こ
こ
で
は
下
層
民
の
間
か
ら
急
速
に
広
が
り
、
や
が

て
神
学
校
が
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
指
導
者
は
パ
ン
タ
イ

ノ
ス
や
ク
レ
メ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
在
来
の
宗
教
の

立
場
か
ら
ケ
ル
ソ
ス
が
批
判
的
著
述
を
し
た
。

第
一
五
章
は
ロ
ー
マ
帝
国
に
蛮
族
の
侵
入
が
始
ま
っ
た
二
世
紀

後
半
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
文
化
を
扱
う
。
蛮
族
と
戦
っ
た
哲
人

皇
帝
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
も
こ
の
都
市
を
訪
れ
た
。
北
方

の
国
境
か
ら
遠
か
っ
た
こ
の
都
市
で
は
、
医
学
、
天
文
学
、
錬
金

術
が
発
展
し
た
。
ペ
ル
ガ
モ
ン
出
身
の
医
師
ガ
レ
ノ
ス
は
こ
こ
で

解
剖
学
を
始
め
た
。
但
し
、
中
国
で
は
こ
れ
よ
り
少
し
早
く
人
体

解
剖
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
三
浦
於
蒐
、『
こ
こ
ろ
と
体
に
効
く

漢
方
学
』
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
五
、
八
八
頁
参
照
）。

第
一
六
章
は
三
世
紀
の
混
乱
時
代
を
扱
う
。
暴
君
カ
ラ
カ
ラ
は

二
一
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
こ
こ
に
来
て
、
セ
ラ
ピ
ス
神
殿
に

も
立
ち
入
っ
た
が
、
無
謀
な
弾
圧
政
策
を
実
施
し
、
多
く
の
市
民

や
市
長
を
殺
害
し
た
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
文
化
的

伝
統
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
フ
ィ
ロ
ン
の
流
れ
の
中
か
ら
ア

ン
モ
ニ
オ
ス
・
サ
ッ
カ
ス
が
現
れ
、
新
し
い
学
園
を
開
い
た
。
そ

こ
か
ら
哲
学
者
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
や
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
育
っ
た
。
後
者

は
ク
レ
メ
ン
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
学
園
を
再
興
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

ケ
ル
ソ
ス
に
対
す
る
論
駁
書
を
書
い
た
。
又
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
生
ま

れ
の
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ト
ス
も
活
躍
し
、
後
世
に
「
代
数
学
の
父
」

と
呼
ば
れ
た
。

第
一
七
章
は
、
三
二
五
年
の
ニ
カ
エ
ア
公
会
議
を
中
心
に
展
開

し
た
キ
リ
ス
ト
教
三
位
一
体
論
の
論
争
で
始
ま
る
。
当
初
は
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
教
会
で
は
異
端
派
の
ア
リ
ウ
ス
に
人
気
が
あ
っ

た
が
、
や
が
て
正
統
派
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
こ
こ
の
総
主
教
と
な

っ
た
。
当
時
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
や

教
理
学
校
が
強
力
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
他
、

昔
か
ら
の
博
物
館
と
図
書
館
も
存
続
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状

態
の
中
で
、
三
一
九
年
に
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
の
異
教
禁
止
令
が
発

布
さ
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
市
街
戦
の
末
に
、
セ
ラ
ピ
ス

神
殿
が
破
壊
さ
れ
た
。

第
一
八
章
で
は
、
こ
の
都
市
の
伝
統
的
学
問
の
中
心
で
あ
っ
た

哲
学
者
、
数
学
者
テ
オ
ン
と
そ
の
娘
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し

て
展
開
す
る
。
テ
オ
ン
は
博
物
館
を
拠
点
と
す
る
最
後
の
学
者
で

書

評

一
五
三
（
三
八
一
）



あ
っ
た
が
、
娘
は
独
身
で
博
識
の
天
文
学
者
、
哲
学
者
、
数
学
者

で
あ
っ
た
。
彼
女
は
自
宅
や
自
分
で
開
い
た
学
園
で
、
哲
学
を
教

え
て
い
た
。
生
徒
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
都
市
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
多
く
が
、
総
主
教
キ
ュ
リ
ロ

ス
以
下
過
激
派
と
な
り
、
教
会
内
の
反
対
派
と
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し

て
武
装
闘
争
を
し
た
。
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア
は
こ
の
最
中
に
総
主
教
と

そ
の
手
下
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
。

第
一
九
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
の
、
博
物
館
や
図

書
館
の
消
滅
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
コ
プ
ト
語
採
用
を
描
く
。
そ
し

て
、
遂
に
六
四
六
年
に
第
三
代
カ
リ
フ
の
時
代
に
、
イ
ス
ラ
ム
の

ア
ム
ル
将
軍
が
入
城
し
て
、
古
代
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
終

末
を
迎
え
た
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
一
二
九
四
年
に
な
っ
て
修
道
士
マ
ク
シ
ム

ス
・
プ
ラ
ヌ
デ
ス
に
よ
っ
て
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
地
理
書
』
が

再
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
を
導

い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
四
）

本
書
は
こ
の
よ
う
に
、
古
代
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
出
現

か
ら
終
焉
ま
で
の
歴
史
と
文
化
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
地
中
海
ア
ジ
ア
の
一
都
市
が
近
現
代
を
含
め
て
そ
の
後
の
西

洋
史
上
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

特
に
、
文
化
や
学
術
の
分
野
で
こ
の
都
市
は
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

訳
文
は
概
し
て
明
快
で
あ
る
。

次
に
、
誤
植
、
誤
記
の
若
干
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
九
頁
二

―
六
行
目
に
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
を
訪

れ
、「
全
世
界
の
商
業
の
中
心
地
」
と
驚
嘆
し
た
、
と
な
っ
て
い

る
が
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
生
き
て
い
た
当
時
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ポ
リ
ス
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
三
七
頁
一
行
目
の
バ
ビ
ロ
ニ

ア
は
バ
ビ
ロ
ン
で
な
く
て
は
入
城
と
い
う
言
葉
が
成
り
立
た
な
い
。

同
頁
終
わ
り
か
ら
二
行
目
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
も
一
考
を
要
す
る
。
二

九
九
頁
一
〇
行
目
の
リ
デ
ィ
ア
は
リ
ュ
デ
ィ
ア
、
終
り
か
ら
二
行

目
の
ダ
レ
イ
ウ
ス
は
ダ
レ
イ
オ
ス
、
終
行
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
バ
ビ

ロ
ン
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
三
九
三
頁
終
り
か
ら
二
行
目
の
デ

ィ
フ
ァ
ン
ト
ス
は
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ト
ス
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
の
原
本
はJustin

Pollard
and

H
ow

ard
R
eid,

T
he

R
ise

and
F
all

ofA
lexandria

:B
irthplace

of
the

M
odern

M
ind

,London,2006

で
あ
る
。

（
付
記
）
本
書
で
も
地
中
海
都
市
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明
と
イ
ス

ラ
ム
文
明
の
関
係
に
つ
い
て
は
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
上
記
ダ
ウ
ニ
ー
の
本
に
対
す
る
坂
本
勉
氏
の
記
述
（「
オ

リ
エ
ン
ト
」
三
〇
―
一
、
一
九
八
七
、
九
六
頁
以
下
）
を
参
照
。

史
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